（様式４）　※Ａ４・３枚までで作成

（　事　業　育　成　モ　デ　ル　）
（１）事業プロモーターユニットとしての基本方針
　　
・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ

（２）代表事業プロモーターの起業前段階・シード段階からの事業育成の考え方

・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ

（３）事業プロモーターユニットとしてのプロジェクト育成目標（５年全体）

・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ

・ＸＸＸＸ
（４）事業育成モデルの技術及び知財マネジメントにおける独創性及び優位性（強み）

・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ

・ＸＸＸＸ
（５）ＳＴＡＲＴ支援終了後の大学等発ベンチャーへの資金調達に係る戦略及び計画
　　
・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ

・ＸＸＸＸ
（６）事業育成モデルのグローバル市場への展開における独創性及び優位性（強み）

　　
・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ

・ＸＸＸＸ
（７）代表・共同実施機関及びその他機関からのコミットメントと各機関の優位性

・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ

・ＸＸＸＸ
（８）事業育成モデルについてのその他補足説明


・ＸＸＸＸ
・ＸＸＸＸ

以上
記入要領、記入例は削除して提出ください





※事業プロモーターユニット活動における基本方針について、どのような目的に向けて、どのような方法で具体的に何を行うのか、ポイントが査読者に伝わるよう心がけて記載ください。





※事業プロモーター応募理由やシード段階からの事業育成に対する課題認識、活動理念などを記載ください。


※事業プロモーターユニット代表者（責任者）として必ず実施する業務、強化に取り組む活動などを具体的に記載ください。





※事業プロモーター実施期間終了時（５年後）の事業の達成目標について、各活動段階における定量的で検証可能な目標を記載ください（例：５年間で○件以上の技術シーズを発掘し、○件以上のデューデリジェンスを実施して推進委員会に申請し、○件以上のプロジェクト採択を目指す。採択プロジェクトについてマイルストン管理を行い、投資対象と出来ない場合、中止等の必要な措置を行う。成長価値の高い大学発ベンチャーを○件以上創出し、○億円以上のリスクマネーの獲得を目指す）。





※技術マネジメントの実績や知財戦略の構築実績、各技術分野の専門家とのネットワーク等、技術マネジメントの観点から事業育成モデルの独創性や優位性について記載ください。


※許認可審査への対応が重要な技術分野などを扱う場合、その対応方策があれば記載ください。


※大学等の保有知財に限らず、設立を目指す大学等発ベンチャーの技術、知財という観点もご留意ください。





※事業プロモーターユニットが描く、リスクマネー等を誘引するための戦略・計画について記載ください。その際、具体性、実現可能性についても述べてください。資金獲得にかかる優位性もあればあわせて記載ください


※ＳＴＡＲＴ事業プロモーターとして設立しようとするベンチャー企業等に対し、投資を行う具体的な投資機関（自社を含む）を想定している場合や資金調達に向けて連携する企業があればぜひ記載ください。





※グローバル市場への展開に関する優位性や国際的なネットワークの活用等に関する事業育成モデルの独創性や優位性があれば、具体的に記載ください。





※事業プロモーターユニットでの代表実施機関と共同実施機関の位置付け、代表・共同実施機関の他部門との連携、関連会社との連携など、事業プロモーターユニット活動の品質、活動量を補完、強化する内容があれば、その裏づけなどを具体的に記載ください。


※代表・共同実施機関が有する強み（例：株式上場のサポート、代表実施機関が有する事業会社とのアライアンス、起業家、技術人材等のネットワーク、他部門と連携した販路・海外市場の開拓）について、事業プロモーターユニット活動において実際に活用できる優位性があれば、具体的に記載ください。


※事業プロモーターユニットが活動を行うにあたり、具体的に連携を想定している機関や人材がいる場合は、当該機関、人材の経歴・実績や本事業における役割などを記載ください。





※上記以外で独創性や優位性について補足する必要があれば、本項に自由に記載ください。









